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曽 我 祐 典
0．はじめに
フランス語の知覚動詞 entendre は，voir や sentir と同じく，不定法表現
〈N1 Inf〉（N1は Inf の行為主体）を含む〈N0-entendre-N1 Inf〉という構文
（以下，不定法構文）で用いることができる（1）。次の（01）－（05）はその発話
例である（2）。
（01）Dans le noir, elle a entendu le bus démarrer en trombe.
（02）J’entends couler l’eau de l’aquarium.
（03）Effectivement j’ai entendu le gardien fermer le portail.
（04）J’entends Léa téléphoner à son psy.
（05）On entendait le lieutenant leur transmettre les instructions.
知覚動詞についてはさまざまな研究があるが，個々の動詞の使用実態は十分
に解明されているとは言えない。entendre の不定法構文の用法にも不明な点
が残っている。発話例の分析とインフォーマントの面接調査結果にもとづいて
それを明らかにし（3），節表現を含む〈N0-entendre-que N1 Ind〉の構文との
対照を準備するのが本稿の目的である。
以下では，N1の表示にかかわる問題を検討し（1），voir の場合と対比しつ
つ「想像」の用法（2）と「聞く」の用法（3）について考察することにしよ
う。
１２０
1．N1の指示対象と表示・非表示
N1は，N0と指示対象が異なる場合は表示しないことがある。同じ場合は，
se で表す。また，Inf の統語特性によっては，直接目的語 Od や間接目的語 Oi
を表示することがある。このようなことから，不定法構文の実現形式は多様で
ある。ここでは，そのことを検討し，本稿の考察対象を明確にしておこう。
1. 1． N1の指示対象が N0と異なる場合：N0-entendre-N1 Inf（-Od, -Oi）
1. 1. 1． N1の表示
ふつう人間が知覚するのが他者の事態であることから，Inf の行為主体 N1
の指示対象は，上の（01）－（05）のように，entendre の行為主体 N0と異な
るのがふつうである。
N0と指示対象の異なる N1を代名詞で表す場合，（06a）のように lui, leur
を用いることもあるが，（06b）のように le, la, les を用いることが多い。
（06）a. Je lui entend raconter une blague.
b. Je l’entend raconter une blague.（Enghels 2007 : 154）
lui, leur と le, la, les のあいだの選択については本稿では扱わない。
CD-ROM 版 Le Monde 2003−2004（以下，LM 03−04）について，enten-
dre の不定法または 3人称単数形に l’, les が先行して Inf がつづく N0-l’/les-
entendre-Inf の形の発話例を検索したところ，109 例が見つかった。l’, les
は，次表に示すとおり，ほとんどが Inf の行為主体 N1であるが，まれに Od
表 1
Inf の主体 Inf の Od 合計
entendre＋Inf 64 1 65
3人称単数形＋Inf 43 1 44
107 2 109
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のこともある。
N1が l’ または les である 107の発話のうちの 2つを示しておこう。（07）
の l’と（08）の les は，それぞれ De Gaulle と les jeunes des cités を指す。
（07）On l’entend vouvoyer sa femme.（LM 2004.03.15）
（08）Pendant les années 1990, on les a entendus souvent dire：“Jamais
je n’irai faire un travail d’esclave chez Peugeot.”（LM 2003. 10.
22）
1. 1. 2． N1の非表示：N0-entendre-（N1）Inf
表 1に示した l’, les が Inf の Od である 2つの発話は，N1を表示しない発
話であり，N0-entendre-（N1）Inf のように示すことができる。その 1つは次
の（09）だが，l’appeler“chef”が表す「彼を“chef”と呼ぶ」行為の主体 N1
が部下たちであることは，文脈から明らかである。それで発話者は N1を表示
する気をおこさなかったと考えられる。
（09）Lorsque j’ai passé le concours de la gendarmerie, j’ai dit à mes
parents：“Ça y est, je suis sorti de la misère”, raconte le maréchal
des logis-chef Mohamed Benazzedine. Ses parents sont très fiers
de l’entendre appeler“chef”lorsqu’ils viennent le voir à la gen-
darmerie.（LM 2003. 01. 02）
もう 1つは（10）だが，le-dire が表す「それを口にする」行為の主体 N1
が不特定の人々であることは，文脈から明らかである。このような場合，一般
に，発話者は情報価値が低い N1を表示する必要を感じないのである。
（10）A cette aune, le livre（. . .）est un cas d’école：（. . .）Il ne s’agit pas
d’une investigation, comme on l’entend dire, mais d’une inquisition
d’un autre âge.（LM 2003. 03. 06）
この（10）の類例として，（11a）を挙げることができる。もっとも，N1の
非表示は不特定の人々である場合にかぎるわけではない。（11b）のように特
定の主体を表示しうる場合にも（11a）のように言うことがある。文脈・場面
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から表示する必要を感じないときやなんらかの理由から伏せておきたいときな
どに，発話者は非表示を選ぶのである。
（11）a. J’ai entendu parler de ce cas de figure.
b. J’ai entendu la commission parler de ce cas de figure.
Inf が非人称動詞の場合は，N1を表示しない発話を構成する。
（12）A : Tiens, les pavés sont mouillés. Pourtant je n’ai pas entendu
pleuvoir.
B : Moi si, j’ai entendu pleuvoir vers quatre heures du matin.
N0-entendre-（N1）Inf の形をしているように見える発話に，次の（13），
（14）のようなものがある。
（13）J’entends faire ce qui me plaît.（Busse 1977）
（14）J’entends être obéi.
しかし，これらには，entendre が聴覚にかかわる行為を表さない，Inf の行
為主体が N0でありながら se で表すことがない，などの特徴がある。明らか
に，〈N0-entendre-Inf〉という別の構文である。
1. 2． N1の指示対象が N0と同じ場合：N0-s’entendre-Inf（-Od, -Oi）
N1は，N0と指示対象が同じ場合は必ず se によって表す。非表示は容認さ
れず，不定法構文は N0-s’entendre-Inf（-Od, -Oi）の形で実現される。
（15）Alcoolisé à la bière, celui-ci［＝François］raconte sa première fois
aux Alcooliques anonymes : Quand je me suis entendu me pré-
senter：“François, alcoolique”, ça m’a fait mal et, en même temps,
c’est bizarre, je me suis senti soulagé.（. . .）（LM 2004. 06. 18）
実は，このタイプの発話について，朝倉（2002）は「まれ」と記してい
る。実際，LM 03−04 その他から成る我々のコーパスにも発話例はごく少数
しか見られない。このような発話を構成するのがどのようなときであるかにつ
いては，下の 3. 3. で論じる。
あらたまった文体のフランス語では，類似の形をしている（16），（17）の
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ような発話がよく見られる。
（16）Elle［＝la directrice］m’a saisie par les cheveux.（. . .）Je me suis
entendu traiter de plein d’adjectifs dont je ne me souviens même
plus. Cette directrice était hystérique, je lui ai planté mon poing
dans le nez pour la calmer.
（Janicot 1996, Les Matrochkas, Pocket）
（17）Elle s’est entendu vivement reprocher son attitude.
しかし，se は Inf の Od または Oi である。これは，entendre が受け身の助
動詞のような働きをする別の構文であり（4），本稿の考察対象ではない。
2．用法の概観：voir との対比
entendre に視覚の領域で対応するのは voir だが，この動詞も〈N1 Inf〉を
含む〈N0-voir-N1 Inf〉という不定法構文で用いることができる。ここでは，
それと対比しつつ，〈N0-entendre-N1 Inf〉の用法を概観しよう。
2. 1． voir の不定法構文の用法
voir の不定法構文については，おもな用法として「見る」と「想像」の 2
つを認めることができる。
「見る」の用法の場合は，voir が「事態を目でとらえること」を表すのだか
ら，次の 3条件が成立しているはずである：
（18）a. N0は視覚をそなえている。
b.〈N1 Inf〉の事態は目でとらえうる。
c.〈N0-voir〉と〈N1 Inf〉の両事態は同じ空間的・時間的スペース
にある。
「見る」の用法は，発話例も非常に多く，voir の不定法構文の基本的・中核
的な用法であると言える。
（19）Tout à l’heure, j’ai vu tes parents passer sur le quai de la gare.
（20）Je me suis vu dans la glace faire ce geste.
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次の（21），（22）は，〈N1 Inf〉が客観的には現実の事態でないという特徴
がある。「幻視」の用法とでも言うべきものである。
（21）Yvonne voyait apparaître chaque nuit, à son chevet, deux person-
nes décédées depuis longtemps, sa mère et son frère aîné.
（22）Parfois, dans mes rêves, je me vois planer au-dessus du quartier.
客観的には上の（18c）に抵触していることになるが，N0には事態を目でと
らえているという実感がある。「幻視」は「見る」の用法に含めるのが妥当で
あろう。
「想像」は，voir が「事態を思い描くこと」を表す用法である。N0には，
事態を目でとらえているという実感がない。発話例としては次のようなものが
ある。
（23）Avec des années d’ancienneté que j’ai, je me vois bien passer une
année sabbatique en France en 2011.
（24）Elle ne doit pas être très loin, la grille est fermée et je la vois mal
enjamber le mur.
（25）Soutenue comme elle est par le ministre de la culture, elle se voit
diriger la Comédie-Française dès l’année prochaine.
「想像」の用法は派生的・周辺的なものである。entendre の不定法構文につ
いては，「想像」の用法が認められるかどうか微妙である。まずそのことを検
討しておこう。
2. 2．「想像」の用法
ラジオから聞こえてくる歌声が V. アブリルのものではないかと問う相手
に，「彼女がこの種の歌を歌う」という事態が自分には思い描きにくいと答え
る場面を想定しよう。インフォーマントによれば，そのような場面に（26a）
は適合するが，entendre の（26b）は適合しない。
（26）A : Ce n’est pas Victoria Abril?
B : Non, je ne crois pas.
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a. Je la vois mal chanter ce genre de chansons.
b.*Je l’entends mal chanter ce genre de chansons.
また，娘の才能を信じている親が「いまから何年後かに娘が R. A. ホールで
演奏する」という事態を思い描いているということを表す場面を想定しよう。
（27a）は容認されるが，entendre の（27b）は容認されない。
（27）a. Ils voient leur fille jouer au Royal Albert Hall dans quelques
années.
b.* Ils entendent leur fille jouer au Royal Albert Hall dans
quelques années.
同じように，音楽教師が才能のある生徒たちについて「将来，彼らがオペラ
座で歌う」という事態を思い描いているということを表す場面を想定しよう。
（28a）は容認されるが，entendre の（28b）は容認されない。
（28）Ils iront loin.
a. Je les vois chanter à l’Opéra un jour.
b.*Je les entends chanter à l’Opéra un jour.
（27b），（28b）は「幻聴」の発話としてならどうかというと，やはり容認され
ない。それは，「幻聴」が（5），dans quelques années と un jour によって
〈N0-entendre〉より後のスペースの事態となる〈N1 Inf〉については成立し
ないからである。
次の（29）の不定法構文の発話の〈N1 Inf〉は「彼女がぼくに“Surtout ne
pars pas.”と言う」という事態だが，自分が思い描いていたのか（想像），そ
れとも耳にしているという実感があったのか（幻聴：聞く），区別するのは難
しい。
（29）Elle m’a demandé si je partais tout de suite. Mais je l’entendais
me dire：“Surtout ne pars pas.”
次の（30）の不定法構文の発話は，映画のナレーション中に現れるもので
ある。〈N1 Inf〉は「アンヌの声が“（. . .）embrassez-moi vite.”と言う」と
いう事態である。entendre と N1 がそれぞれ dans sa tête, imaginaire et
１２６ 知覚動詞 entendre の不定法構文
lointaine をともなっているために，クロードが思い描いている（想像）とい
う解釈が優勢だが，耳にしているという実感がある（幻聴：聞く）という解釈
も否定できない（6）。
（30）Anne : Muriel a abîmé ses yeux en faisant, la nuit, pour son pro-
fesseur, un travail pour un livre . . .（. . .）Eh puis, . . . et puis . . .
Commentaire : Elle n’avait pas achevé sa phrase, Claude eut l’en-
vie brusque de lui prendre la main. Il entendait dans sa tête ,
imaginaire et lointaine, la voix d’Anne Brown lui dire：“Et puis . . .
et puis . . . embrassez-moi vite.”
Il se reprocha sa légèreté et tenta de remplacer cette pensée par
une autre, mais Anne reprit . . .
Anne : Claude, vous ne m’avez pas dit : comment trouvez-vous
Muriel? （Truffaut 1971, Les deux Anglaises et le continent）
以上のことから，「想像」の用法は，認められるとしても発話例がごくかぎ
られるのは確かである。
3．「聞く」の用法
不定法構文の基本的・中核的な用法は，entendre が「聞く」を表すもので
ある。ここでは，「幻聴」がそれに含まれることを確認したあと，N0と N1
の指示対象が異なる場合と同じ場合に分けて，voir の「見る」の用法と対比
しつつ検討しよう。
3. 1．「幻聴」
「聞く」の用法の場合，N0が〈N1 Inf〉の事態を耳でとらえるのだから，
次の 3条件が成立しているはずである。
（31）a. N0は聴覚をそなえている。
b.〈N1 Inf〉の事態は音声をともなう。
１２７知覚動詞 entendre の不定法構文
c.〈N0-entendre〉と〈N1 Inf〉の両事態は同じ空間的・時間的スペ
ースにある。
次の（32），（33）では，〈N0-entendre〉が現在のことであるのに対して
〈N1 Inf〉の「もはやこの世にいない夫が詩を朗誦すること」と「彼女がその
歌を口ずさむこと」の方は過去の事態である。（34）では，〈N1 Inf〉の「客
間の天井が落ちること」は夢の中の事態である。つまり，これらは「幻聴」の
発話例である。
（32）Encore maintenant il m’arrive d’entendre mon mari mort réciter
son poème favori.
（33）Je l’entends encore fredonner cet air.
（34）Dans son rêve, elle a entendu s’effondrer le plafond du salon.
客観的には（31c）に抵触していることになるが，N0には事態を耳でとらえ
ているという実感がある。「幻聴」は「聞く」の用法に含めるのが妥当であ
る（7）。
3. 2．N0と N1の指示対象が異なる場合
不定法構文の発話例を観察すると，N0と N1の指示対象が異なるものが圧
倒的に多い。代表的な発話例は，次の（35）のようなものである。
（35）Le garde , à l’étage , entend l’ascenseur monter et allume son
talkie-walkie. （Besson 1990 : 77）
N0（警備員）は聴覚をそなえていて，〈N1 Inf〉の「エレベーターが昇る」と
いう事態は音声をともなう。そして，〈N0-entendre〉と〈N1 Inf〉は同時に
同じ建物で生起している。上の（31）の 3条件はすべて満たされている。こ
れは，「聞く」の発話として容認される他の例についても言えることである。
容認されない発話例には次の（36）－（38）のようなものがある。
（36）Léa m’avait dit qu’elle se coucherait tôt. *Du rez-de-chaussée, je
l’ai entendue être pourtant toujours debout et je suis allé jeter un
coup d’oeil dans la chambre.
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（37）*J’entends les enfants être rentrés.
（38）*J’entends Luc rentrer complètement ivre une fois de plus.
（36），（37）の〈N1 Inf〉は，Inf が être debout, être rentrés という静的状
態で，聴覚でとらえることのできない事態である。（38）の〈N1 Inf〉は，une
fois de plus を含むために「以前からの経緯」という聴覚だけではとらえられ
ない要素のある事態となっている。
〈N1 Inf〉がこのような特性をもっている場合は，曽我（1996）でも指摘し
たとおり，voir の発話も容認されない。その点を別にすれば，voir の「見
る」の用法について必要条件と言えるのは（18c）だけであり，容認される発
話例の中には（18a）または（18b）に抵触するものがある。たとえば，N0が
視覚を欠いているために（18a）に抵触する次の（39）のような発話をインフ
ォーマントは容認する。
（39）Depuis quelque temps certains quartiers de Kyoto ont vu dispaître
leurs maisons anciennes。
voir の場合は，視覚をそなえていない N0であっても〈N1 Inf〉との「接触
の場」と見なしうる場合には不定法構文の発話の主語とすることができる。し
かし，このような用法の拡大は entendre の場合には認められない。
また，視覚ではとらえられないはずの抽象的な〈N1 Inf〉を含むために
（18b）に抵触する発話もインフォーマントは容認する。
（40）Je vois le temps passer.
（41）On a vu sa réputation se répandre dans tout le pays.
（42）Pendant toute cette période, j’ai vu la violence s’installer.
（LM 2003. 06. 27）
voir の場合は，視覚の対象とならないはずの抽象的事態であっても，あたか
も目でとらえうる具象的事態であるかのように不定法構文の発話の〈N1
Inf〉とすることができる。しかし，このような用法の拡大は entendre の場
合には認められない。
このように，voir の不定法構文の「見る」の用法には，視覚の領域からの
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逸脱あるいは拡大が認められている。それに対して，entendre の不定法構文
の「聞く」の用法は，聴覚の領域にとどまっている。
3. 3．N0と N1の指示対象が同じ場合
すでに 1. 2．で述べたように，「聞く」の用法の発話例のうちで N0と N1
の指示対象が同じであるものは珍しい。「自分自身がなんらかの行為をするの
を本人がとらえること」を述べる必要が生じるのは例外的なことだから，これ
は当然である。
少ない発話例の 1つが次の（43）である。ラジオで自分が歌っているのを
聞くときの C. アズナヴールの反応がどうであるか質問する場面だから，この
タイプの発話を構成するのは自然である。
（43）Comment réagit-il［＝Charels Aznavour］quand il s’entend chanter
à la radio?（LM 2003. 12. 06）
N0（C. アズナヴール）は聴覚をそなえていて，〈N1 Inf〉の「自分が歌う」
という事態は音声をともなう。そして，〈N0-entendre〉と〈N1 Inf〉は同じ
スペースの事態である。上の（31）の 3条件は満たされている。これは，「聞
く」の発話として容認される他の例についても言えることである。
（43）の場面では，自分自身が歌うのを（より正確には，自分の歌声の録音
を）耳でとらえるのにラジオという媒介が役立っている（8）。自分自身の〈N1
Inf〉を本人である N0がとらえるには，〈N0-entendre〉から〈N1 Inf〉を切
り離して知覚対象にするなんらかの媒介が必要なはずだが，なにも媒介がない
場面についてもこのタイプの発話を構成することがある。その例が，上の
（15）であり，次の（44a）である。これは，M.-O. フォジエルの出演依頼を
断りつづけてきたジャーナリストが受諾の返事をした場面を語る発話である
が，自分が受諾の返事をしたことを表す（44b）に比べて，より複雑な操作を
行っている。
（44）a. J’avais dit non à Marc-O. dans le passé. Et puis un jour, lors
d’un déjeuner, je me suis entendu lui dire oui. Pourquoi ce re-
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virement ?（. . .）Fogiel a su trouver les mots. Il voulait une
chronique dont les gens parleraient le lendemain, cela m’a plu.
（LM 2004. 11. 27）
b. J’avais dit non à Marc-O. dans le passé. Et puis un jour, lors
d’un déjeuner, je lui ai dit oui.
次の（45a）は，盗品の金庫を開けるよう求められて当惑しているマルクが
「自分が自然に頭に浮かぶことばを発する」という事態を耳でとらえているこ
とを表している。自然に頭に浮かぶことばを発したことを表す（45b）に比べ
て，より複雑な操作を行っている。
（45）a. Marc agissait en pilotage automatique, il s’entendait prononcer
des mots qui lui venaient naturellement（. . .）
（Benaquista 2008 : 113）
b. Marc agissait en pilotage automatique, il prononçait des mots
qui lui venaient naturellement.
このような，複雑な操作を要する発話をわざわざ構成するのはなぜだろう
か。相手に伝わることは，（44b），（45b）の場合とどのように違うのだろう
か。インフォーマントによれば，lui dire oui と prononcer des mots . . .とい
う Inf の行為は，（44b），（45b）では je, il にその気があって行う意識的・意
図的なものであるが，（44a），（45a）ではそうではない。思いがけず，いつの
まにか行っている行為で，N0はそれに気づくのである。他の類例の分析から
も，一般に，se が Inf の行為主体である N1-s’entendre-Inf の発話を構成す
るのは，N0が Inf の行為を自分が思いがけず，いつのまにか行っているのに
気づくという表現効果をあげようとするときであると言える。
この分析を支持する発話例として，（46）を示しておこう。
（46）“Ma mère a habité dans cet hôtel . . .”Je me suis entendu pronon-
cer lentement cette phrase et j’en ai été surprise.（Modiano 2001 :
47）
後続の発話 j’en ai été surprise で物語の主人公である je が驚いたことを言い
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添えているが，驚いたのは prononcer lentement cette phrase という自分自
身の無意識の行為に気づいたからである。
自分自身の〈N1 Inf〉を耳でとらえる対象とすることは，あたかも他者の
事態との接触が生じているかのように扱うことである。そこから，このような
効果が生まれると説明できる。
4．おわりに
これまで，voir の場合と対比しつつ，〈N0-entendre-N1 Inf〉の構文の用法
を検討してきた。「聞く」（「幻聴」を含む）のほかに「想像」の用法も認める
とすれば，両者の分布は次のようなものと考えることができるだろう：
〈N0-entendre〉と〈N1 Inf〉が同じスペースに：
ある ＞ 「聞く」
ない。 その場合，N0に耳でとらえているという実感が：
ある ＞ 「聞く」（幻聴） ない ＞ 「想像」
しかし，entendre の不定法構文に「想像」の用法が認められるかどうかは微
妙である。認められなければ，もっぱら N0に「事態を耳でとらえる」という
実感があることを表す構文であることになる。これについては，さらに検討す
る必要がある。
いずれにせよ，voir の場合の「見る」の用法には視覚の領域には収まらな
い広がりが認められるが，entendre の場合の「聞く」の用法にはそのような
拡大が認められず，聴覚の領域にとどまっている。この違いは，視覚が知覚の
代表ともいうべきものであるのに対して，聴覚が特定の役割を担うものである
ことに由来すると考えられる。
本稿の冒頭で述べたように，entendre は「分かる」や「伝聞」などの用法
があるとされる〈N0-entendre-que N1 Ind〉の構文でも用いられる。発話者
が不定法構文とどのように使い分けているかについては，曽我（2009予定）
で論じることにする。
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注盧 Inf に対して N1を前置する語順だけでなく後置する語順もある。両者のあいだ
には Enghels（2007 : 165−237）なども論じる微妙な使い分けがあるようだが，
本稿では両者を区別せずに〈N0-entendre-N1 Inf〉で示す。
盪 出典を示していない発話例は，インフォーマントの協力を得てわれわれが作成し
たもの。
蘯 インフォーマントはフランス人 4 人である。Jean-Paul Honoré 氏（Univ.
Paris-Est）と関西学院大学の同僚 Olivier Birmann 氏には長時間の面接に応じ
ていただいた。また，両氏との討論から多くの示唆を得ることができた。
盻 voir の同様の構文については，曽我（2001）を参照。
眈 「幻聴」は，下の 3. 1．に述べるように，「聞く」の用法に含まれる。
眇 その場合，dans sa tête, imaginaire et lointaire はシナリオの読み手のための修
飾語であって N0のとらえかたとは無関係ということになる。また，インフォー
マントの 1人は，息子の将来の行動について述べる発話として Je l’entends bien
me dire un jour：“J’arrête mes études.”を容認する。un jour があることから
も「想像」の用法と考えることができるが，多くのフランス語話者にとって自然
な発話であるかどうかは現段階では不明である。
眄 このような考えかたは Franckel（1990 : 24）にも見られる。
眩 （19）の場面では，自分自身が行為主体の〈N1 Inf〉を目でとらえるのに鏡が役
立っている。
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